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デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
た
一
夜 

船
橋
中
学
校 

校
長 

徳
永 

啓
介 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
当
日
、
３
年
生
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て 

い
ま
し
た
。 

施
設
内
で
は
、
安
全
確
認
の
た
め
、
来
園
者
は
全
員
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の 

外
で
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
時
間
の
待
機
で
寒
い
思
い
を
し
ま 

し
た
が
、
確
認
後
、
園
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
が
開
放
さ
れ
、
パ
ン
、
ご 

飯
、
温
か
い
ス
ー
プ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
随
時
提
供
さ
れ
、
支
給
さ
れ
た
防 

寒
シ
ー
ト
に
包
ま
り
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。 

翌
朝
、
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
は
運
休
、
東
西
線
は
浦
安
駅
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が 

出
る
と
い
う
情
報
が
入
り
、
大
半
の
生
徒
は
東
西
線
経
由
で
午
前
中
に
は
帰 

宅
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
東
西
線
も
運
休
に
な
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ 

ス
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、
最
後
の
１５
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
新
木
場
ま
で
１ 

時
間
３０
分
歩
い
て
の
帰
宅
と
な
り
、
最
終
グ
ル
ー
プ
の
解
散
は
千
歳
船
橋
駅 

１２
日
の
午
後
２
時
３０
分
で
し
た
。 

児
童
８０
名
と
ア
ル
フ
ァ
米
の
夕
食 

船
橋
小
学
校 

校
長 

小
島 

誠 
 

３
月
１１
日
、
船
橋
小
学
校
で
は
、
保
護
者
の
方
に
子
ど
も
た
ち
を
安
全
に
引
き
渡 

す
た
め
に
、
学
校
と
し
て
最
後
ま
で
お
あ
ず
か
り
す
る
と
い
う
方
針
で
引
き
渡
し
を 

行
い
ま
し
た
。 

電
話
や
メ
ー
ル
も
機
能
せ
ず
、
ま
た
、
交
通
機
関
も
止
ま
る
と
い
う
事
態
の
中
で
、 

結
果
的
に
は
午
後
６
時
の
時
点
で
、
引
き
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
は
約 

８０
名
。
防
災
倉
庫
に
あ
る
ア
ル
フ
ァ
米
や
缶
詰
の
お
か
ゆ
、
乾
パ
ン
で
夕
食
を
と
る 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
保
護
者
の
方
が
、
差
し
入
れ
を
届
け
て
く
だ
さ 

い
ま
し
た
。 

夜
の
９
時
を
過
ぎ
て
も
、
引
き
渡
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
３０
名
近
く
お
り
、
防
災 

倉
庫
か
ら
毛
布
を
出
し
、
男
女
分
か
れ
て
宿
泊
す
る
準
備
を
し
ま
し
た
。
夜
中
に
か 

け
て
、
次
々
と
保
護
者
の
方
が
引
き
取
り
に
来
ら
れ
、
最
終
的
に
は
３
名
の
子
ど
も 

た
ち
が
朝
ま
で
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
子
ど
も
が 

学
校
に
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
、
す
ぐ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

安
心
で
し
た
。
」
と
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

東日本大震災により、お亡くなりになられた方々のご冥福を 

お祈り申し上げますとともに、被害を受けられた皆様とその 

ご家族に心からお見舞いを申し上げます。 

 

３月１１日の東日本大震災で、皆様はどのような経験をされましたか。 

ご家族は、お隣の方は、学校は、地域は、どのような対応をされたのでしょうか。 

ミニコミ「ちとせ」では、お互いの経験を語り合う中から、震災に強い街づくり、 

震災に負けない人と人とのつながりについて考えていきたいと思います。 

今号では、各学校の対応、民生委員の方々の活動、要援護者避難支援プラン等について 

ご紹介します。 

 東
京
タ
ワ
ー
見
学
中
止
・学
校
で
は
…  

               

希
望
丘
中
学
校 

校
長 

直
田 

益
明 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
日
、
私
は
当
時
の
３
年
生
の
生
徒
や
教
員
と
と
も
に
、
貸
切
バ
ス
で
卒 

業
遠
足
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
都
心
の
道
路
を
最
後
の
見
学
地
で
あ
る
東 

京
タ
ワ
ー
へ
向
か
っ
て
い
る
時
に
突
然
、
地
震
の
大
き
な
揺
れ
に
遭
遇
し
ま 

し
た
。
車
窓
の
外
で
は
、
電
柱
や
街
路
樹
が
大
き
く
震
え
、
立
体
交
差
の
首 

都
高
速
が
崩
れ
落
ち
る
の
で
は
と
思
う
ほ
ど
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
学 

年
主
任
と
相
談
し
、
東
京
タ
ワ
ー
の
見
学
を
中
止
し
て
至
急
、
帰
校
す
る
こ 

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
判
断
の
速
さ
が
功
を
奏
し
て
か
、
渋
滞
し
か
け
て
い 

た
都
内
の
道
路
を
う
ま
く
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、
午
後
6
時
前
に
は
帰 

校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
状
況
の
中
で
、
安
全
に
生
徒
た
ち
を
家 

庭
に
帰
す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
覚
え 

て
い
ま
す
。 

 
  

一
方
、
学
校
に
い
た
１
・
２
年
生
も
、
教
員
の
指
示
で
冷
静
に
避
難
し
、 

そ
の
後
、
教
員
が
学
区
域
を
見
回
る
中
、
集
団
下
校
し
ま
し
た
。
教
職
員
一 

同
、
日
頃
の
訓
練
が
い
か
に
大
切
か
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

家族・学校・地域で 

震災に負けない 

きずなを未来につなごう 

Ｒ.Ｓ 

避
難
訓
練
の
直
後
に
… 

 
 
 
 
 
 
 

千
歳
台
小
学
校 

校
長 

つ
か
だ 

と
し
お 

 

「
こ
れ
で
本
年
度
の
避
難
訓
練
を
終
わ
り
ま
す
。
み
ん
な
よ
く
で
き
ま
し
た
。
で 

も
、
こ
れ
は
避
難
訓
練
ご
っ
ご
で
す
。
大
地
震
は
、
突
然
来
ま
す
。
今
日
の
午
後
来 

る
か
も
知
れ
な
い
。
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
時
で
も
、
き
ち
ん
と
出
来
ま
す
か
？
」
と 

聞
く
と
、
全
員
「
大
丈
夫
で
す
！
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
の
日
の
午
後
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。 

心
の
動
揺
や
悲
鳴
は
出
た
も
の
の
、
午
前
中
の
避
難
訓
練
と
同
様
に
、
整
然
と
し 

た
校
庭
避
難
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
々
と
学
校
に
迎
え
に
来
る
保
護
者
に 

引
き
渡
し
、
避
難
訓
練
場
所
を
校
庭
か
ら
、
家
庭
科
室
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
お
よ
び
ボ
ッ 

プ
室
と
移
動
し
、
刻
々
、
避
難
残
留
状
況
を
一
斉
メ
ー
ル
で
伝
え
、
引
き
渡
し
完
了 

メ
ー
ル
を
送
信
し
た
の
が
深
夜
の
１１
時
５５
分
で
し
た
。 

 
 

最
後
ま
で
担
任
が
付
き
添
い
ま
し
た
の
で
、
学
校
に
泊
ま
っ
た
教
員
が
４
名
。 

途
中
で
、
保
護
者
の
方
か
ら
ボ
ッ
プ
に
ご
飯
が
届
け
ら
れ
た
り
、
職
員
室
に
は
「
先 

生
方
へ
」
と
パ
ン
の
差
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
の
口 

へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
が
、
心
強
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。 

本
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
訓
練
を
、
予
告
な
し
（
教
員
に
も
知
ら
せ
な
い
）
で 

行
う
予
定
で
す
。 

 

 

訓
練
の
成
果
を
感
じ
た
保
護
者
の
行
動 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

希
望
丘
小
学
校 

校
長 

千
葉 

秀
一 

 
 

あ
の
日
、
私
は
午
後
３
時
開
始
の
区
立
小
学
校
長
会
に
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
中
で
、 

あ
の
大
き
な
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。
車
体
は
大
き
く
揺
す
ら
れ
、
電
信
柱
や
信
号
機
、 

建
物
が
上
下
左
右
に
大
き
く
揺
す
ら
れ
て
い
る
情
景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
ま
ま
戻
り
ま
し
た
が
学
校
で
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん 

で
し
た
。 

 
 

す
で
に
学
校
に
は
自
主
的
な
判
断
、
ま
た
は
口
コ
ミ
で
児
童
を
引
き
取
り
に
訪
れ 

た
保
護
者
、
家
族
の
方
が
数
多
く
い
ら
し
て
い
ま
し
た
。
電
話
等
の
通
信
が
途
絶
さ 

れ
て
い
る
中
で
、
そ
の
行
動
力
に
敬
服
す
る
と
と
も
に
、
引
取
訓
練
の
成
果
が
現
れ 

て
い
る
と
感
心
し
ま
し
た
。 

 
 

不
幸
中
の
幸
い
で
、
子
ど
も
が
涙
ぐ
む
ほ
ど
揺
れ
た
割
に
は
、
学
校
と
し
て
は
人 

的
被
害
は
全
く
な
く
、
物
損
も
最
低
限
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の 

原
発
事
故
な
ど
も
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
っ
た
不
安
感
は
大
き
く
、
想
定 

し
て
い
な
か
っ
た
事
態
も
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
解
決
す
べ
き
課
題
を
き 

ち
ん
と
整
理
し
、
保
護
者
・
地
域
の
方
々
の
お
知
恵
も
拝
借
し
な
が
ら
、
今
後
の
災 

害
発
生
時
へ
の
対
応
方
法
を
再
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 



自治会でとりくむ「災害時要援護者避難支援プラン」 

                         フレール西経堂自治会 
 
「災害時要援護者避難支援プラン」は、自然災害の際に、自力での避難が困難な高齢者・障害のある方に対する支

援を基本に考えた施策です。災害時には、自分の身は自分で守る「自助」のほか、地域の人々による「共助」、行政・

消防・警察・自衛隊等による「公助」によって、被害を軽減できます。 

区では、平成１９年３月より、町会・自治会・民生委員・児童委員などの支援者に「災害時要援護者名簿」を提供

し、「災害時要援護者」の避難対策に取り組んできました。名簿の作成・配備・取り扱いについては協定の中で定め

ており、町会・自治会等への個人情報の提供に同意を得た方のみを登録し、名簿管理責任者の区への届け出などが遵

守事項となっており、登録された個人情報は厳密に守られています。 

さて、船橋地区で唯一、この制度に取り組んでいる「フレール西経堂自治会」の活動をお伝えします。先日の震災

の時には、自治会長が集会所に避難場所を開設するとともに、役員がすぐに要援護者の安否確認をしました。登録し

ている世帯を、一世帯ずつ安否確認をして回りました。幸いに、大きな被害はありませんでしたが、この制度に対す

る取り組みの大切さを痛感しました。また、自治会では、「情報伝達」「安否確認」「避難誘導」の対策も含め、災害

時避難マニュアルを確立し、各世帯に冊子を配布するなど、安心・安全の確保 
のため、災害対策について真剣に取り組んでいます。 

 
※ 詳しく知りたい方は、区のホームページの「災害時要援護者避難支援プラン」 

をご覧ください。 
 

   

地域のお知らせ     

・ 希望ヶ丘団地盆踊り 7/16(土)/17(日)   希望ヶ丘団地 
・ ふなっこまつり   7/16(土)         船橋小学校 
・ 千歳台廻沢盆踊り   7/23(土)/24(日)   千歳台廻沢神社   
・ ちとふなまつり   7/24(日)         千歳船橋駅前広場 
・ 駅前盆踊り     8/20(土)         千歳船橋駅前広場 
・ フレール夕涼み会    8/21(日)  フレール西経堂第１集会所 
・ 野外映画祭          8/21(日)        船橋中学校校庭 
 （青少年地区委員会） 

☆☆編集後記☆☆ 
３月１１日の東日本大震災は日本だけでなく、世界中がいろい

ろに考えさせられる災害でした。３ヶ月を過ぎた今、私たちは謙

虚に生活の見直しをと思います。被災者に義援金、支援物資、ボ

ランティア等を役立ててもらいたいと、世界中から応援が寄せら

れています。少しでも被災地の復興となり日常を取り戻していた

だきたいと紫陽花の咲く梅雨空に心より祈ります。 

ミニコミ「ちとせ」に、ご意見をお寄せください。（Ｓ） 

三
者
（生
徒
・保
護
者
・教
職
員
）に
よ
る
震
災
対
応 

大
東
学
園
高
等
学
校 

教
頭 

北
原 

和
子 

 試
験
休
み
中
で
、
部
活
や
補
講
で
約
１
２
０
名
の
生
徒
が
登
校
し
て
い
ま
し
た
。
校
庭
に
避 

難
し
た
後
校
舎
内
に
入
り
、
徒
歩
・
自
転
車
組
か
ら
帰
宅
し
て
行
き
ま
し
た
。
結
局
２０ 

名
程
が
学
校
に
泊
ま
り
、
全
員
が
下
校
し
た
の
は
翌
朝
９
時
で
し
た
。
各
人
の
災
害
用
品 

の
中
に
入
っ
て
い
る
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
や
、
体
育
の
マ
ッ
ト
、
福
祉
実 

習
室
の
布
団
な
ど
を
利
用
し
て
寝
ま
し
た
。
ま
た
非
常
食
に
は
お
湯
が
と
て
も
役
立
ち
ま 

し
た
。
三
者
で
つ
く
る
学
校
を
目
指
す
大
東
学
園
は
、
こ
う
し
た
事
態
の
中
で
も
保
護
者 

と
連
絡
を
と
り
、
相
談
の
上
で
帰
宅
を
促
し
ま
し
た
。
校
内
の
様
子
を
伝
え
る
の
に
は
、 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
ま
し
た
。 

船橋会 会長就任挨拶     船橋会 会長 佐藤 四郎 
 

齋藤前会長より会長職を退任したい旨申し出があり、船橋会会則に沿って私が新

会長に就任することになりました。前会長は町会事業の拡大に積極的に係わり素晴

らしい成果を挙げられました。在任時のご苦労に感謝申上げます。 

私は、引き続き安心・安全のまちづくりを推進して行くために、特に次のことに

注力したいと思います。①防災対策の強化 ②学校との連携強化 ③駅前広場の活用

拡大 ④駅周辺の歩行喫煙禁止の区域設定 

上記活動を遂行するために町会の皆様の格段のご支援・ご協力を賜りたいと存じ

ます。よろしくお願いします。 

 
 
 
生徒・保護者・教職員の三者が本音で話し合う「三者協議会」を体験してみませんか。

開かれた学校としての大東学園を是非、地域の方々にも見ていただきたいと思います。

開催日   ７月１７日（日） 午前９時受付開始、午後４時終了予定 

場 所   大東学園高等学校 

申込締切日 ７月１１日（月） 

申込先   大東学園高等学校 公開研究会事務局 電話０３－３４８３－４１０１ 

 

大東学園 第９回 公開研究会 

～三者でつくる学校～ 

センターからのお知らせ 
・ 人事異動 まちづくり担当係長 鈴木 敦 

・ 東日本大震災 義援金 123,526,717 円（～５月３０日までの総計） 

             支援金   6,327,018 円（６月１７日現在） 

・ 日赤社資（会費）募集結果  2,665 件   1,729,546 円 

皆様方の暖かいご支援・ご協力を、ありがとうございました。 

 

区では最大使用電力から１５％以上の削減を目標に、節電に取り組

みます。また区民、事業者の皆様の協力も必要となります。仕事や生

活等の暮らしの中で、一層の節電にご協力をお願いします。 

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
千
歳
丘
高
校
の
対
応 

都
立
千
歳
丘
高
等
学
校 

生
活
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導
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主
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３
月
１１
日
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
経
験
す
る
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
当 

日
卒
業
式
が
あ
り
、
こ
の
時
間
は
、
卒
業
生
と
先
輩
を
送
り
出
す
在
校
生
約
３０
人
が
学 

校
に
い
ま
し
た
。 

 
 

身
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
校
庭
に
避
難
し
、
そ
の
後
は
、
情
報
の
収
集
に
奔
走
し
て 

い
ま
し
た
。
電
車
の
復
旧
の
目
途
が
た
た
ず
、
保
護
者
と
の
連
絡
も
一
切
つ
か
な
い
状
況
で
、

備
蓄
庫
の
毛
布
や
食
料
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
指
定
の
帰
宅
支
援
ス
テ 

ー
シ
ョ
ン
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
最
終
的
に
２０
名
弱
に
な
り
、
生
徒
・
職
員
、
２
名 

の
一
般
の
方
（
帰
宅
困
難
者
）
が
本
校
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な 

課
題
が
み
え
た
震
災
で
し
た
。

※ ミニコミ紙はこちらでご覧になれます ⇒ http://www.city.setagaya.tokyo.jp

震災時 民生委員の対応 

                             船橋地区民生児童委員協議会 
 

船橋地区の民生委員にとって、今回の大きな地震は初めての経験でした。地震後、民生委員は、担当地域の一人暮らし高齢 

者や高齢者世帯を訪問したり、電話連絡して安否確認をしました。被害状況については、食器等が割れたなどの被害を受けた 

方はいましたが、幸いにもお怪我をされた方はいませんでした。日頃から高齢者世帯の見守りをしていたのが役立ちました。 

  高層住宅の民生委員の方は、自治会が組織した「お助け隊」に協力しました。すべての高齢者世帯を訪問するのは難しいの 

で、ガスメーターのボタンが点滅している世帯を中心に訪問しました。立会いの上メーターを復帰し、割れた食器類を片付け 

たり、余震に備えてテレビをガムテープで固定しました。 

  今回の地震で多かった相談は、ガスメーターの復帰の仕方でした。ガスが止まったことに気づかなかった方や、元に戻す操 

作方法が判らない方が、民生委員、自治会、マンションの管理人等にＳＯＳを出したようです。ガスメーターの復帰は、高齢 

者にとってマニュアルの文字が見えにくかったり、ボタンを押そうとしても力が弱かったりして、なかなか難しかったようです。

  地震で止まったエレベーターの前で途方に暮れていた車椅子をご利用の方を、通りかかった方が車椅子ごと階段を上げてくれ

たそうです。地域の絆を感じました。 

  また今回は電車が止まり、電話が通じにくくなりました。もし東京で大地震が起きたと仮定すると、こうした交通や通信のほ

かに、電気、ガス、水道なども含めたインフラの途絶は、大きな課題になります。今後折りに触れて対策を考えておかなければ

ならないでしょう。 

 
  被災地支援については、船橋地区民生児童委員協議会として地震直後に義援金を送りましたが、今後も１１月までに行われ 
る行事やイベントを通して、さらなる支援金を呼びかけていきたいと思います。 
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